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閻魔帳・エビス帳 
閻魔帳とは 
「 閻魔大王が亡者の生前の罪悪を書き留めておくとされる帳面。 ここから、学校の先生が生徒の成績など日頃の行い
を書き留めておく帳面。  また、警察官が罪科を調べて書き留めておく手帳。 」 と辞書にはある。 
閻魔大王は生前の善行や悪行を鑑みて、地獄行きか・天国行きかを決める。 
この閻魔帳を、会社の管理職や社長は持ってはならない。 
社員の重箱の隅をつつくように、何かやっていないか？不正は行っていない
か？などと、悪行を血眼になって探すようなことでは、担当する部署が伸びる
はずがない。 
ましてや社長がこれでは、会社は傾く。 
手帳には２種類の手帳がある。 
閻魔帳とエビス帳だ。 
閻魔帳は、社員の悪行や粗探しをした事柄が書いてあるが、エビス帳は反対
に、長所や美点・善行・可能性など、部下の良い点だけを書くもの。 
部下また社員が働く意欲を発揮出来るのは、自分を評価してくれるからだ。 
管理職や社長はエビス帳を持て。 

情報提供： 特別情報紙  

旭化成建材、熱伝導率０.０１８の超高性能断熱材を開発 
 旭化成建材はこのほど、フェノール樹脂を使
った屋根・壁用の発泡プラスチック系断熱材
「ネオマフォーム」の断熱性能をさらに高めた
「ネオマゼウス」の開発に成功した。 
 
ＺＥＨ水準を上回る高性能断熱材を求める声に
応えたもので、建築法規上の認定等を整備した
うえで、２０１８年１月の発売をめざす。 
 
 ネオマゼウスは、「ネオマフォーム」の熱伝導率（λ＝0.020W／（m・K））を１割向上さ
せ、０.０１８Ｗ／（ｍ・ｋ）を実現。ＪＩＳ Ａ ９５２１：２０１４（建築用断熱材）のなかでは最高
性能となるという。 
  また、発泡ガスには従来よりも地球温暖化係数が小さいＨＦＯを加え環境性能を高
めた。 

情報提供： 旭化成建材  

気密断熱の新スタンダード部材「キソ点検口【後付けタイプ】」登場 
城東テクノは、浴室区画の気密断熱性向上を実現する新ス
タンダード部材「キソ点検口【後付けタイプ】」を販売してい
る。 
土台敷きからユニットバス設置前まで取り付けが可能なもの
で、基礎打設後でも各現場に適したタイミングでの施工が可
能となっている。 
 
 同製品は、気密材付きの蓋を採用することで、人通口部
分の気密断熱を確保。熱抵抗値１．３１ｍ２・Ｋ／Ｗ、熱貫流
率０．７６Ｗ／ｍ２・Ｋの断熱性能を備える。 
次世代省エネにも対応している。 

また、基礎打設時に確保した開口部に枠を取り付け、発泡ウレタンを吹き付けて隙間を埋める簡単な施工で設置できる。 
コンクリートで汚れる心配がないため養生シートは不要。 
ＤＩＹ的な施工とは異なり、綺麗な仕上がりとなる。何度でも簡単に開閉できることから、点検もスムーズに行える。 

情報提供： 城東テクノ  

 

発行：マルティックス山陽 経営企画部 


